
推薦・応募の状況一覧

（団体推薦）

年月日 職名・役職等 営農類型 作物
耕作面
積(ａ)

持田　守夫 68歳 男 957 木村　実 75人

石川　千恵美 農業 66歳 女 平成元年4月～ 農業（自営）従事 水稲 22 万代　和好 170人

令和7年6月～ 島根県農業協同組合　出雲地区本部　理事就任

露地野菜 ナス 10

キュウリ

トマト

ピーマン

石飛　忠宏 農業 50歳 男 路地野菜 甘藷 60 湖陵町区会連合会 吉田　肇 4000人

施設野菜 葉物 30

森山　亮二 農業 49歳 男 水稲 3890 高田　誠治 367人

WCS

蕎麦

麦

露地野菜 35

浦部　えつ子 法人役員 75歳 女 － － － 遥堪地区自治協会 古川　信正 2089人

推薦を受ける者（被推薦者） 推薦者

経歴 農業経営の状況 農用地利用最
適化推進委員
への推薦の有

無氏名 職業 年齢 性別
認定農業者
該当の有無 名称

代表者又は
管理者の氏

名
活動の目的

構成員
の人数

構成員の
資格・要件

推薦理由

農業法人
役員

水稲等土
地利用型

水稲　
(法人)

認定を受け
ている

出雲市農政会議　
多伎支部

農政に関する業
務全般

島根県農業協同
組合の多伎町内
正組合員のう
ち、目的に賛同
する個人・団体

水稲等土
地利用型

認定を受け
ていない

出雲市農政会議　
塩冶支部

農業農村の健全
な発展と安心し
て暮らせる社会
づくり

会議の趣旨に賛
同するもの

農業経験豊富、農業への理解もある、地域からの信任も厚
く、責任感も強く、農業委員に相応しい方です。

推薦して
いない

特別養護老人ホーム『むべの里』入社
特別養護老人ホーム『むべの里』退社
就農
出雲市認定農業者
出雲市農業委員会農地利用最適化推進委員　就任 
出雲市農業委員会農地利用最適化推進委員　退任
出雲市農業委員会委員

認定を受け
ている

湖陵町地域全体
の発展及び町内
各区の連携と地
域住民の福祉促
進を目的に住民
活動を展開

湖陵町地域に居
住し、構成団体
である区に加入
している世帯
（者）

推薦して
いない

水稲等土
地利用型

認定を受け
ている

出雲市農政会議
神西支部

食と緑・水と土
を守り、農業・
農村の健全な発
展と安心して暮
らせる社会づく
りをめざす

活動の主たる目
的に賛同するし
まね農協神西地
区の正組合員

被推薦者は、神西地区において水稲等土地利用型営農を
行っている株式会社みつば農産の代表取締役でもあり、担
い手として精力的に活動されています。農業委員として1
期を活動され実績もあり、今後の地区の農地維持、後継の
育成においても必要な人員だと考えております。

推薦して
いない

ブロッ
コリー

（株）奈良紡績
（有）福間秀文堂
大社町障害者共同作業所なかよし指導員
大社町障害者共同作業所なかよし所長
特定非営利法人なかよし就労継続支援Ｂ型事業所施設長
特定非営利法人なかよし就労継続支援Ｂ型事業所理事
ＪＡしまね出雲女性部　部長

認定を受け
ていない

遥堪地区の振興
と安心・安全な
町づくりの推進

遥堪地区に居住
する者

推薦して
いない

昭和55年4月
平成27年4月
平成29年3月
平成29年6月
令和4年5月
平成29年9月～現在
平成30年4月～現在
令和元年6月～現在
令和2年7月～現在

島根県職員採用（農業改善普及員）
島根県東部農林振興センター所長
島根県職員　退職
公益社団法人島根県緑化推進委員会常務理事　就任
公益社団法人島根県緑化推進委員会常務理事　退任
出雲市農業委員会委員　就任
農事組合法人アグリサポートあげ理事　就任
多面的機能直接支払組織「多伎の未来を育む協議会」事務局
（公財）しまね農業振興公社農地中間管理事業評価委員

島根県農業技術職員の経験を活かし、多伎町内で農事組合
法人の業務に従事するとともに、過去9年間農業委員とし
て農地行政に携わってきており、農業委員として適してい
ると判断し推薦します。

推薦して
いない

平成9年4月
平成14年9月
平成16年12月
平成28年10月
平成29年9月
令和2年9月
令和2年9月～現在

被推薦者は、Iターンで当地において就農。現在は、堅実
な専業農業経営者であり認定農業者でもある。農業の傍
ら、JA委員、農地利用最適化推進委員を経験、現在湖陵地
区代表として農業委員に就任及び芋生産組合の代表を務め
るなど、積極的に農業の発展に寄与している。農業に対し
ての理想を掲げ、熱い思いをもって従事しており、これま
での経験を活かしながら、農業に対する将来展望と後継者
育成に励んでおり、継続して農業委員として湖陵地域の農
業の発展に寄与していただけるものと期待し推薦する。

平成11年4月
平成12年3月
平成12年9月
平成13年12月
平成18年1月
平成21年2月
令和3年3月
令和5年3月

令和5年9月～現在

株式会社ダイエーメディアバレー　入社
株式会社ダイエーメディアバレー　退社
株式会社コーラル　入社
株式会社コーラル　退社
就農
農事組合法人みつば農産　理事　就任
農事組合法人みつば農産　代表理事　就任
農事組合法人から株式会社みつば農産へ組織変更
代表取締役　就任
出雲市農業委員会委員

昭和33年3月～昭和47年8月
昭和51年6月～昭和60年11月
平成12年4月
平成12年9月
平成21年4月～平成29年3月
平成29年4月～現在
令和5年4月～現在

今までは認定農業者を農業委員として推薦してきたが、遥
堪地区では近年認定農業者数が少なく、かつ多忙を極めて
いるので推薦するのが難しくなっている。
地域環境としては、農業従事者の高齢化が進み、個人では
中々農地を維持していくことが困難になってきている。こ
うした農業環境の変化に伴って農地管理の方法も多様な方
策を考えなければならなくなってきている。視点を広げる
意味からして、被推薦者は、認定農業者ではないが、ＪＡ
の女性部長を歴任しており、新たな目線から農業を見るこ
とができると考える。また、組織運営でもバイタリティあ
ふれる行動をとっておられるようなので、農業委員会の活
性化の一助を担って頂けるものと考え推薦します。



年月日 職名・役職等 営農類型 作物
耕作面
積(ａ)

推薦を受ける者（被推薦者） 推薦者

経歴 農業経営の状況 農用地利用最
適化推進委員
への推薦の有

無氏名 職業 年齢 性別
認定農業者
該当の有無 名称

代表者又は
管理者の氏

名
活動の目的

構成員
の人数

構成員の
資格・要件

推薦理由

立石　行雄 農業 73歳 男 水稲 536 湯浅　明 2200人

その他 146

福田　誠 団体職員 66歳 男 露地野菜 白菜 1 湯浅　明 2200人

施設野菜 1

常松　守男 農業 59歳 男 水稲 3500 湯浅　明 1999人

そば

麦

小豆

施設野菜 3800床

稲田　誠 会社役員 67歳 男 水稲 9590 湯浅　明 1999人

露地野菜 1500

その他 500

湯浅　道行 農業 67歳 男 水稲 20 湯浅　明 1999人

露地野菜 41

天野　明浩 農業 71歳 男 水稲 1730 岸　勝範 水田農業の推進 52人

麦 400

320

露地野菜 60

水稲等土
地利用型

認定を受け
ていない

出雲市農政会議東
部ブロック

食と緑・水と土
を守り、農業・
農村の健全な発
展と安心して暮
らせる社会づく
りをめざす。

東部ブロック内
の正組合員

推薦して
いない

昭和53年8月
令和7年2月
令和7年4月～現在

株式会社ジェイ・エム・エス　入社
株式会社ジェイ・エム・エス　退職
島根県会計年度任用職員採用（島根県農業技術センター）

認定を受け
ていない

出雲市農政会議東
部ブロック

食と緑・水と土
を守り、農業・
農村の健全な発
展と安心して暮
らせる社会づく
りをめざす。

東部ブロック内
の正組合員

被推薦者は長年勤めた会社を定年退職後、島根県農業技術
センターへ任用職員として採用され、月の半分を農作物の
生育に携わる仕事をされています。以前より農業への関心
が高く、地元久多美地区の農業振興、遊休農地を減少させ
るために一躍を担うにふさわしい人物であり推薦いたしま
す。

推薦して
いない

ブロッ
コリー

ほうれ
ん草

きゅう
り

昭和61年4月～平成5年8月
昭和64年4月
平成5年10月～平成27年3月
平成15年4月
平成18年3月
平成27年4月
令和元年7月～令和3年6月
令和5年9月～現在

東洋ベンチャービジネス株式会社
平田消防団　入団
株式会社山陰ディーゼル商事
出雲市消防団　平田方面隊　伊野分団長就任
出雲市消防団　退団
農業従事
ＪＡしまね出雲地区本部運営委員
出雲市農業委員会委員

水稲等土
地利用型

認定を受け
ている

出雲市農政会議東
部ブロック

食と緑・水と土
を守り、農業・
農村の健全な発
展と安心して暮
らせる社会づく
りをめざす。

東部ブロック内
の正組合員

被推薦者は、水稲、そば、小豆、菌床しいたけを栽培する
認定農業者です。経歴に記載のとおり、出雲市消防団伊野
分団長や、ＪＡしまね出雲地区本部運営委員などを務めら
れ、地域の信頼も十分にある方です。農業に関する諸問題
だけでなく農業振興についても関心が高く、農業委員につ
いて適任と判断し、推薦をいたします。

推薦して
いない

菌床し
いたけ

昭和56年4月
昭和57年10月
平成17年3月
平成31年3月
平成31年4月～令和4年3月
令和4年4月
令和7年2月

平田市臨時職員採用
平田市職員採用
出雲市職員（合併により）
出雲市職員　定年退職
出雲市再任用職員
有限会社金山グローカムファーム　代表取締役
株式会社出雲あぐり村　取締役

水稲等土
地利用型

認定を受け
ている

出雲市農政会議東
部ブロック

食と緑・水と土
を守り、農業・
農村の健全な発
展と安心して暮
らせる社会づく
りをめざす。

東部ブロック内
の正組合員

推薦して
いない

ブロッ
コリー

とうも
ろこし

作業受
託

昭和53年4月
昭和63年3月
昭和63年4月
令和2年3月
令和2年4月
令和5年3月
令和5年9月～現在

日本国有鉄道　就職
日本国有鉄道清算事業団　退職
島根県　就職
島根県　退職
灘分地区土木委員会　委員長　就任
灘分地区土木委員会　委員長　退任
出雲市農業委員会委員

水稲等土
地利用型

認定を受け
ていない

出雲市農政会議東
部ブロック

食と緑・水と土
を守り、農業・
農村の健全な発
展と安心して暮
らせる社会づく
りをめざす。

東部ブロック内
の正組合員

被推薦者は、島根県を退職後、地元で農業に従事されてい
ます。過去には灘分地区土木委員会の委員長として、地域
の重要な役職を担っておられました。また、現在は地域安
全推進委員として、地域安全活動の中核となり社会貢献に
意欲を持たれています。農業に従事されている面からも農
業振興に深い関心を持たれています。以上の事から、農業
委員に適任であると判断し推薦致します。

推薦して
いない

ブロッ
コリー

キャベ
ツ

水稲等土
地利用型

認定を受け
ている

出雲市農業再生協
議会水田農業振興
部会出雲支部高松
地区会

各町内より選出 天野明浩氏は、水稲＋麦＋ブロッコリーの農業経営に取り
組まれている。生産部会や町内組織等の世話役も務められ
ている。
　これまで、出雲市農業委員会委員、出雲市農政会議副会
長等を歴任され農業事情に精通されている。
　農業、農家、農地の実情に精通されており、農地の有効
活用や新規就農の発掘など、出雲市農業委員会委員と農地
利用最適化推進委員と連携した出雲市農業委員会の委員に
適任である。

推薦して
いない

飼料用
米

ブロッ
コリー

昭和45年4月
昭和48年3月
昭和48年4月
平成6年10月
平成6年10月
平成26年3月
平成17年8月～令和元年
平成25年4月～令和4年3月
平成29年10月～令和5年9月
令和5年9月～現在

丸高工業株式会社　入社
丸高工業株式会社　退社
有限会社福間商事　入社
有限会社福間商事　退社
株式会社ＮＩＰＰＯ　入社
株式会社ＮＩＰＰＯ　退社
ＪＡいずも総代　就任
新田下外島営農組合　組合長（R4.3解散）
出雲市農業委員会農地利用最適化推進委員
出雲市農業委員会委員

会社勤めをしながら家業の農業に励んでこられました。平
成17年にＪＡ総代に就任されてからは地域農家の皆様の為
に奮闘されています。平成25年には新田下外島営農組合を
立ち上げ、組合長を務めるなど、農業に関しての情熱をお
持ちです。令和元年7月からはＪＡしまね出雲地区本部運
営委員に就任され地域農業の発展に努められました。平成
29年からは、出雲市農業委員会農地利用最適化推進委員を
2期、現在は農業委員を務められ今後も地域農業の発展に
ご尽力いただける事を確信し推薦いたします。

被推薦者は市職員として長年勤務されており、農林行政や
農業委員会の役割についても理解されています。
また、現在、株式会社出雲あぐり村取締役として国富地区
の農地保全、遊休農地の発生防止・解消、農村環境整備に
努めておられ、地域農業の実情に精通しています。行政マ
ンとしての経験と、地域農業に精通しておられることを鑑
みると農業委員として適任であると考えます。

平成16年4月～平成18年6月
平成18年7月～平成22年6月
平成22年7月
平成26年10月～平成29年9月
平成29年10月～令和4年4月
令和3年4月
令和4年10月～現在
令和5年6月
令和8年4月～現在

出雲市認定農業者協議会高松支部長
出雲市認定農業者協議会副会長
出雲市認定農業者協議会会長
出雲市農業委員会委員
出雲市農地利用最適化推進委員　
出雲市農政会議副会長　就任
出雲市農業委員会委員　就任
出雲市農政会議副会長　再任
高松土木委員



年月日 職名・役職等 営農類型 作物
耕作面
積(ａ)

推薦を受ける者（被推薦者） 推薦者

経歴 農業経営の状況 農用地利用最
適化推進委員
への推薦の有

無氏名 職業 年齢 性別
認定農業者
該当の有無 名称

代表者又は
管理者の氏

名
活動の目的

構成員
の人数

構成員の
資格・要件

推薦理由

松本　尚幸 農業 70歳 男 露地野菜 50 長浜地区自治協会 板垣　祐治 1200人

施設野菜 60

その他

今岡　充 団体職員 67歳 男 水稲 30 佐田自治協会 石﨑　俊宏 2159人

八幡　みさこ 69歳 女 － － － 佐田自治協会 石﨑　俊宏 2159人

平成17年10月
平成26年9月～平成29年9月
平成29年9月～令和2年9月
令和2年9月～現在

就農
出雲市農業委員会委員　
出雲市農業委員会農地利用最適化推進委員　
出雲市農業委員会委員

ブロッ
コリー

認定を受け
ている

長浜地区の円滑
な発展、会員相
互の繁栄と福祉
の推進

長浜地区に居住
する各戸の代表
者、地区内に所
在する各事業所
代表者等

推薦して
いない

アスパ
ラガス

菌床し
いたけ

1800菌
床

水稲等土
地利用型

認定を受け
ていない

佐田地域自治会
加入者

推薦して
いない

東須佐地
区連絡協
議会

平成5年4月~平成21年3月
平成21年4月～令和5年3月
令和5年4月～令和7年3月
令和7年4月～現在
令和5年9月～現在

島根県出雲土木建築事務所臨時・嘱託職員
須佐コミュニティセンター　勤務
須佐小学校特別支援介護者
東須佐地区連絡協議会　就任
出雲市農業委員会委員

認定を受け
ていない

佐田地域自治会
加入者

推薦して
いない

被推薦者は、ブロッコリー、アスパラガスを中心に農業経
営に取組まれている。平成26年9月から出雲市農業委員会
委員、平成29年9月から同会農地利用最適化推進委員、令
和2年9月から現在まで同会委員を務められ、地区内の農業
事情に精通している。平成28年4月から農業経営改善計画
の認定を受け、農業経営の改善に積極的に取組まれ、新規
就農者の支援や耕作放棄地解消など農業振興に大いに貢献
しており農業委員に適任である。

昭和57年4月
平成24年4月
平成26年4月
平成27年4月
平成29年4月
平成31年3月
令和元年6月
令和4年6月
令和4年10月
令和5年9月～現在

島根県　就職（農林水産部農政課農地係主事）
島根県総務部参事（鳥取県企画部参事監派遣）
島根県健康福祉部次長
島根県教育委員会教育次長
島根県立古代出雲歴史博物館館長
島根県　退職
島根県共同募金会常務理事・事務局長　就任
島根県共同募金会常務理事・事務局長　退任
島根県公社事業団等職員互助会事務局長　就任
出雲市農業委員会委員

「未来につなげよ
う　安心・笑顔で
暮らせる佐田」を
スローガンに、会
員の誰もが笑顔を
絶やさず地域づく
りに取り組み、心
豊かな佐田の暮ら
しを次の世代につ
ないでいくことを
目的とする。

島根県に就職後、中山間地域での生活経験をベースに、農
政をはじめ健康福祉、教育など様々な行政事務に尽力され
てきた。最近は永年の行政経験に加え、佐田地域の農家と
協力しながら、耕作放棄地の発生防止や農地の利活用に向
けた活動を展開されている。これら豊富な実績に加え、こ
れまで２期にわたり農業委員を勤められた経験もあること
から、農業委員として適任者であると考え、引き続き推薦
します。

「未来につなげよ
う　安心・笑顔で
暮らせる佐田」を
スローガンに、会
員の誰もが笑顔を
絶やさず地域づく
りに取り組み、心
豊かな佐田の暮ら
しを次の世代につ
ないでいくことを
目的とする。

須佐コミュニティセンターで長年の勤務実績があり、佐田
地域はもとより、出雲市内の地域事情に精通しておられ
る。加えて在職中は、EMぼかしを活用した有機農業の推進
に地域の女性と共に携わるなど、これから日本全体が有機
農業を本格的に推進していくうえでも、地域のリーダーと
しての役割を担っていける方です。人望も厚く、有機農業
をベースに多くの人たちと協働していかれることが大いに
期待でき、これら豊富な実績等を考慮し、農業委員として
適任者であることから、佐田自治協会として引き続き推薦
します。



（個人推薦）

年月日 職名・役職等 営農類型 作物
耕作面積

(ａ)

原　郁夫 73歳 男 水稲 5470 団体職員 男

飼料作物

そば

露地野菜 220

白ネギ

施設野菜 小松菜 65

畜産 繁殖 100頭

勝部　守 会社員 56歳 男 水稲 450 今岡　健治 会社役員 70歳 男

太田　貴己 農業 62歳 男 水稲 583 鎌田　努 農業 75歳 男

岸　勝 農業 71歳 男 水稲 50 原　孝治 農業 73歳 男

露地野菜 20

井上　幸治 会社員 46歳 男 水稲 308 山田　康弘 農業 86歳 男

推薦を受ける者（被推薦者） 推薦者

経歴 農業経営の状況 農用地利用最
適化推進委員
への推薦の有

無氏名 職業 年齢 性別
認定農業者
該当の有無 氏名 職業 年齢 性別 推薦理由

農業法人
役員

水稲等土
地利用型

認定を受け
ている

岡　透 61歳

ブロッコ
リー

ほうれん
草

平成3年4月～
平成28年4月
平成29年10月
令和3年12月～
令和5年11月～現在
令和5年10月～現在

農業従事
（有）ＪＡいずも農機サービス　営業課長
出雲市農業委員会農地利用最適化推進委員
認定農業者
ＪＡ全農島根農機サポート株式会社　出雲営業所　所長
出雲市農業委員

水稲等土
地利用型

認定を受け
ている

これまでの経歴や農業経験等から地
域の信任を得ている。地域活動や農
家事情にも精通しており、担い手へ
の農地集積や遊休農地の解消など農
業委員会業務に貢献できると考え
る。

推薦してい
ない

平成13年7月～平成26年1月
平成22年4月～令和元年3月
平成26年4月～令和3年10月
令和3年10月～現在
令和4年12月～現在

出雲グリーンエポック（株）
消防団副団長
ＪＡアグリ開発（株）
農業（自営）
認定農業者

水稲等土
地利用型

認定を受け
ている

四絡地域の認定農業者であり、農業
の維持管理、農地保全に努力して
日々営農に取り組んでもらい、用水
路の管理・水田稲作の経営に努力従
事してもらっています。四絡地区の
消防団長に就任されていて地域の安
全防災に貢献された。

推薦してい
ない

水稲等土
地利用型

認定を受け
ていない

推薦してい
ない

平成16年4月
平成26年5月
平成27年4月
令和7年3月
令和7年3月～現在

ＯＭＣ株式会社　入社
ＯＭＣ株式会社　退職
株式会社研電社　入社
株式会社研電社　退職
有限会社常松鉄工　入社

水稲等土
地利用型

認定を受け
ていない

被推薦者は、昨年よりお父さんに代
わって水稲農業を営んでおられま
す。農業を取り巻く環境の厳しさを
実感されており、地域の情勢にも精
通されておられます。このことか
ら、農業委員としての役割は十二分
に果たされると考え今回推薦いたし
ます。

推薦してい
ない

平成17年12月～平成23年12月
平成23年12月～現在
平成29年10月～現在
令和元年7月～令和7年6月
令和6年8月～現在

やしま営農組合組合長
（農）やしま営農組合代表理事
出雲市農業委員会農地利用最適化推進委員
ＪＡしまね出雲地区本部運営委員
ＪＡしまね出雲集落協会長

被推薦者は、長年農業を行いながら
農地利用最適化推進委員を務められ
ており、地域の農業事情に精通され
ている。また、（農）やしま営農組
合代表理事で経営者としての能力と
統率力があり地域からの信頼も厚い
ため、地域社会また農業委員会に貢
献できると考え推薦します。

推薦してい
ない

昭和49年4月
平成22年7月
平成22年8月
平成26年10月～平成29年10月
平成29年10月～令和5年9月
令和4年8月～現在
令和5年9月～現在

出雲市農業協同組合　入職
いずも農業協同組合　定年退職
医療法人かんど会事務長　就任
出雲市農業委員協力委員
出雲市農地利用最適化推進委員　
出雲市土地改良区総代　就任
出雲市農業委員会委員

被推薦者は過去より「農業委員協力
委員」や「農地利用最適化推進委
員」を歴任し、地域農業に関して知
識と経験を生かし第三期農業委員会
委員に就任したことで、引き続き第
四期委員に最適と推薦します。



年月日 職名・役職等 営農類型 作物
耕作面積

(ａ)

推薦を受ける者（被推薦者） 推薦者

経歴 農業経営の状況 農用地利用最
適化推進委員
への推薦の有

無氏名 職業 年齢 性別
認定農業者
該当の有無 氏名 職業 年齢 性別 推薦理由

岡田　征記　農業 80歳 男 水稲 1500 飯塚克己 農業 69歳 男

深津　弘之 64歳 男 水稲 170 深津　光男 農業 69歳 男

麦

ハトムギ

露地野菜 玉葱 5

白菜

その他 0.05

陰山　俊行 法人役員 69歳 男 水稲 3000 山根　英樹 農業 73歳 男

麦

飼料用米

露地野菜 玉ねぎ 100

高橋　英樹 62歳 男 施設野菜 青ねぎ 12.6 村尾　勝美 自営 76歳 男

伊藤　勉 法人役員 70歳 男 水稲 2187 久野　晴見 農業 75歳 男

平成7年4月～平成23年4月
平成13年3月19日～現在
令和2年9月～現在

斐川町議会議員
認定農業者
出雲市農業委員会委員

水稲等土
地利用型

認定を受け
ている

被推薦者は、斐川町議会議員から町
議会議長まで歴任され、引退後は、
営農組合の設立に尽力され、副組合
長から組合長まで経験されました。
また、６年間の農業委員としても申
し分なく業務を推進されました。地
域からの信頼も厚く、人望もあり農
業委員として推薦いたします。

推薦してい
ない

団体職員
兼農業

斐川町農業協同組合　入組
（公財）斐川農業公社へ出向
島根県農業協同組合斐川地区本部に帰任
島根県農業協同組合　定年退職
島根県農業協同組合斐川地区本部に再雇用

水稲等土
地利用型

認定を受け
ていない

推薦してい
ない

サトウキ
ビ

昭和50年4月
平成27年10月
平成30年3月
令和元年7月～現在
令和2年4月
令和5年4月
令和5年10月～現在
令和6年3月～現在

斐川町役場　入職
農事組合法人なおえファーム　理事就任
出雲市役所　退職
ＪＡしまね斐川地区本部　運営委員
出雲市土木委員　就任（１期）
出雲市土木委員　就任（２期）
出雲市農業委員会農地利用最適化推進委員
農事組合法人なおえファーム　代表理事就任

水稲等土
地利用型

認定を受け
ている

被推薦者は現職の農地利用最適化推
進委員であります。また、農事組合
法人なおえファームの代表理事でも
あり、これまでの職歴・農業経験か
ら地域の信任を得ておられます。地
域の農業、農家事情に精通している
ことから、農業委員会業務に貢献さ
れると考え推薦します。

推薦してい
ない

自営兼農
業

昭和57年4月～平成3年3月
昭和59年4月～平成11年3月
平成3年4月～現在
平成22年4月～現在
平成28年6月

斐川町農業協同組合
斐川地区消防団
縫製加工業　開業
リースハウスで青ねぎ栽培　斐川ねぎ部会　入会
斐川町農地利用最適化推進委員

認定を受け
ていない

被推薦者は、自宅で熱心に農業をさ
れ、斐川ねぎ部会に入会し、過去に
は斐川町農地利用最適化推進委員も
されて、人望もあり、地域の農業に
も精通されていることから推薦いた
します。

推薦してい
ない

平成28年9月
平成28年10月～令和6年6月
平成31年3月
令和6年2月～現在

出雲市役所　退職
久木コミュニティーセンター　センター長
農事組合法人ファーム南　理事就任
農事組合法人ファーム南　代表理事就任

水稲等土
地利用型

認定を受け
ている

推薦してい
ない

昭和55年4月
平成27年3月
平成31年3月
令和4年2月
令和4年3月～現在

被推薦者は、これまでの経歴・農業
経験等から農業に関する識見を有
し、また地域の信認を得ておられ、
農地の権利移動や転用に係る許認可
業務、担い手への農地の集積・集約
化や遊休農地の発生防止・解消、新
規参入の促進等に伴う現地での調
査、指導及び監視等、農地等の利用
の最適化に貢献されると考え推薦し
ます。

被推薦者は、農事組合法人ファーム
南の代表理事であります。また、久
木コミュニティーセンターのセン
ター長の経歴があり、これまでの職
歴・農業経験から地域の信任を得て
おられます。よって農業委員会の業
務である遊休農地の発生防止、更な
る農地の集積・集約化などに貢献さ
れると考え、推薦します。



（応募）

氏名 職業 年齢 性別 年月日 職名・役職等 営農類型 作物
耕作面積
(ａ)

佐藤　庄市 農業 87歳 男 昭和36年4月 広島県立神辺高等学校就職
露地野菜 キュウリ 0.6 認定を 応募している

平成8年4月～平成11年3月 島根県立松江清心養護学校校長 トマト 受けていない

平成11年4月～平成15年9月 (財）島根県母子会連合会事務局長 タマネギ

平成15年10月～現在 農業従事

神田　直人 無職 66歳 男 昭和53年4月～昭和57年5月 復建調査設計株式会社 － － －
認定を 応募していない

昭和57年6月～昭和61月3月 飯石郡掛合町土地改良区 受けていない

昭和61年4月 掛合町役場　採用

平成16年11月 雲南市合併

令和2年3月 雲南市役所　退職

令和2年4月～令和5年3月 雲南市大東学校給食センター

令和5年12月～令和7年3月 企業警備保障株式会社

令和7年4月～現在 無職

経歴 農業経営の状況

認定農業者とし
ての認定の有無 応募理由

農用地利用最適
化推進委員への

推薦の有無

健康のため毎日2時間位散歩、サイクリ
ングをしていますが、農地が次々と宅地
化されているのを見かけます。50年程野
菜作りをしていますので農地の大切さは
充分理解しているつもりですので、農地
が減っていくのは寂しくつらいものがあ
ります。家族の一人が不動産鑑定士です
ので農地のことがよく話題になり私も農
地のことが気になります。「農地を守り
たい」その一念で応募しました。農地法
等の法規を勉強しながら少しでもお役に
立てば幸いです。誠心誠意がんばりま
す。

私は雲南市掛合町の出身で、実家は兼業
農家をし稲作90アール、和牛2頭飼育し
ていました。父の手伝い程度ですが、農
業従事の経験はあります。父が病気、亡
くなった後は地元の営農組合と利用権設
定し、今は営農から離れています。
昭和61年に旧掛合町役場に採用され、以
降主に事業畑の業務に従事させていただ
きました。農業振興分野にも携わり農地
法にも関わってきました。
今回、出雲市農業委員会委員の募集を知
り、微力ではありますが農地の適切な管
理と地域農業の発展、また農地利用の最
適化の推進等に寄与したいと思い応募い
たしました。


